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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 15,154 0.7 △8 ― 62 △68.5 1,285 ―
22年3月期第3四半期 15,048 △8.1 149 ― 198 ― 90 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 216.58 ―
22年3月期第3四半期 17.26 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 15,922 12,259 77.0 1,891.14
22年3月期 16,920 12,574 61.8 1,992.34

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  12,259百万円 22年3月期  10,458百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 8.00 ― 8.00 16.00
23年3月期 ― 8.00 ―
23年3月期 

（予想）
8.00 16.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 21,000 △1.0 230 △26.2 300 △17.5 1,450 897.9 256.17



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取
引法に基づく四半期報告書のレビュー手続を実施しています。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等につきまし
ては、四半期決算短信［添付資料］3ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご参照ください。 

4.  その他 （詳細は、［添付資料］3ページ「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 6,483,323株 22年3月期  5,250,000株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  982株 22年3月期  798株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 5,935,282株 22年3月期3Q 5,249,202株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、新興国市場の需要拡大や国による経済対策の効果などによ

り一部に穏やかな回復が見られました。しかしながら、長引く円高やデフレなどの懸念材料に加え、エコカー補助

金の終了による国内新車販売の減少などもあり、景気の先行きに対する不透明感が増しております。 

 このような経済環境の下、当社グループにおきましては、産業機械事業では受注が伸び悩みましたが、冷間鍛造

事業は、納入先の輸出増加に支えられ前年同期の実績を大きく上回りました。また、電機機器事業では、主力であ

るＦＡ関連機器の販売が堅調に推移いたしました。車両関係事業は、エコカー補助金の終了により足元では厳しい

状況となっておりますが第３四半期累計では前年同期並みの売上高となりました。これらの結果、当社グループの

売上高は151億５千４百万円（前年同期比0.7％増）となりました。 

 利益面では、株式交換による静岡スバル自動車株式会社の完全子会社化に伴う経費の増加などにより、経常利益

は６千２百万円（前年同期比68.5％減）となりました。四半期純利益は、完全子会社化に伴って負ののれん発生益

を特別利益に計上したため、12億８千５百万円（前年同期は９千万円の利益）となりました。 

  

〔産業機械事業〕 

 主要な販売先である食品やトイレタリー業界をはじめとして、国内景気の先行き不透明感から、計画の延期や中

止が発生して厳しい市況となりました。また、産業機械事業では、受注の質的な充実への転換と、原価管理体制の

強化など収益性向上に向けた取組みを進めております。受注の不足に対しては、改造工事の受注にも努めました

が、売上高は25億２千９百万円（前年同期比33.0％減）となり、売上高の減少により営業利益は１億４千９百万円

（前年同期比65.4％減）となりました。 

〔冷間鍛造事業〕 

 主力である電動工具部品は、中国向けをはじめとして納入先メーカーの輸出が増加基調で推移したことにより、

前年同期の実績を大きく上回りました。自動車部品も、納入先メーカーの北米向け輸出が堅調であったため増加い

たしました。これらの結果、売上高は12億７千４百万円（前年同期比83.7％増）、営業利益は１億４千１百万円

（前年同期は１千９百万円の損失）となりました。 

〔電機機器事業〕 

 半導体や液晶関連の機械メーカーなど県内製造業の需要が堅調に推移するなか、主力であるＦＡ関連機器の販売

は前年同期の実績を上回りました。空調機器は商談が少なく振るいませんでしたが、設備機器は、第２四半期に大

型機械設備を売上げたことにより第３四半期累計では前年同期の実績を上回りました。これらの結果、売上高は26

億５千３百万円（前年同期比34.0％増）、営業利益は７千８百万円（前年同期比392.9％増）となりました。 

〔車両関係事業〕 

 スバル新車販売部門は、平成22年９月初旬まで続いたエコカー補助金の効果により、第２四半期までは前年同期

の実績を上回りましたが、補助金の終了により市況が一変し、第３四半期累計では前年同期の販売台数を下回りま

した。一方、比較的市況に左右されにくい整備部門は売上を伸ばすことができ、売上高は86億２千１百万円（前年

同期比1.3％増）となりました。営業利益は、ポルシェセンター浜松の開設に伴う減価償却費の増加などにより２

千６百万円（前年同期比35.7％減）となりました。 

〔不動産等賃貸事業〕 

 前年同期並みの、売上高７千５百万円（前年同期比16.8％減）、営業利益２千６百万円（前年同期比12.8％減）

となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第３四半期連結会計期間末の資産合計は159億２千２百万円となり、前連結会計年度末から９億９千７百万円

減少いたしました。 

 この内、流動資産は72億９千万円となり、前連結会計年度末から６億９千７百万円減少いたしました。この主な

原因は、現金及び預金の減少10億７千７百万円であります。これは、受取手形及び売掛金の減少１億４千２百万円

に対して、支払手形及び買掛金の減少が７億４千４百万円となり、売上債権の回収を仕入債務の支払いが上回った

ことと、期末の売上に向けた仕掛品の増加３億５千６百万円などによるものであります。 

 固定資産は86億３千２百万円となり、前連結会計年度末から３億円減少いたしました。この主な原因は、建物及

び構築物の減少１億１千９百万円、並びに繰延税金資産の取り崩し等による減少１億２千７百万円であります。 

 負債合計は36億６千３百万円となり、前連結会計年度末から６億８千２百万円減少いたしました。この主な原因

は、前述の支払手形及び買掛金の減少７億４千４百万円、短期借入金の増加１億１千万円、賞与引当金の減少１億

５千７百万円、長期借入金の増加１億２千８百万円であります。 

 純資産合計は122億５千９百万円となり、前連結会計年度末から３億１千５百万円減少いたしました。この主な

原因は、株式交換による静岡スバル自動車株式会社の完全子会社化に伴う、新株発行による資本剰余金の増加５億

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



９千万円、負ののれん発生益（特別利益）の計上などによる利益剰余金の増加11億９千１百万円、少数株主持分の

減少21億１千６百万円であります。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成23年３月期の通期業績予想につきましては、平成22年10月29日付「業績予想の修正に関するお知らせ」にて

公表いたしました業績予想数値から変更はありません。 

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認めら

れるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。  

②棚卸資産の評価方法 

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、第２四半期連結会計期間末の実

地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、

簿価切下げを行う方法によっております。 

③税金費用の計算方法 

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①資産除去債務に関する会計基準等の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）

を適用しております。 

これにより、当第３四半期連結累計期間の営業損失は1,018千円増加し、経常利益は1,018千円、税金等調整前

四半期純利益は36,185千円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は

48,114千円であります。  

②企業結合に関する会計基準等の適用 

第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26日）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「「研究開発費等に係る会

計基準」の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基準」（企業

会計基準第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年12月26

日公表分）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10

号 平成20年12月26日）を適用しております。 

  

  

  

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,310,831 3,388,654

受取手形及び売掛金 2,699,212 2,842,056

商品及び製品 831,588 767,161

仕掛品 915,149 558,339

原材料及び貯蔵品 33,736 29,308

その他 506,600 410,271

貸倒引当金 △6,587 △7,854

流動資産合計 7,290,530 7,987,937

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,190,318 2,309,428

土地 3,549,416 3,604,534

その他（純額） 872,096 889,820

有形固定資産合計 6,611,831 6,803,783

無形固定資産 48,979 41,575

投資その他の資産   

投資有価証券 1,441,304 1,430,478

その他 530,042 746,508

貸倒引当金 － △89,670

投資その他の資産合計 1,971,347 2,087,316

固定資産合計 8,632,157 8,932,675

資産合計 15,922,688 16,920,613

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,280,524 2,025,200

短期借入金 139,004 29,004

未払法人税等 46,718 132,161

賞与引当金 179,837 337,064

その他 715,621 763,441

流動負債合計 2,361,706 3,286,872

固定負債   

長期借入金 210,157 81,910

退職給付引当金 728,018 664,258

役員退職慰労引当金 127,518 124,934

資産除去債務 48,405 －

その他 187,824 187,693

固定負債合計 1,301,923 1,058,795

負債合計 3,663,629 4,345,668



（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,337,000 1,337,000

資本剰余金 1,833,576 1,242,814

利益剰余金 8,802,051 7,610,401

自己株式 △644 △558

株主資本合計 11,971,983 10,189,657

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 287,074 268,588

評価・換算差額等合計 287,074 268,588

少数株主持分 － 2,116,698

純資産合計 12,259,058 12,574,945

負債純資産合計 15,922,688 16,920,613



（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 15,048,489 15,154,628

売上原価 11,998,423 12,146,974

売上総利益 3,050,065 3,007,653

販売費及び一般管理費 2,900,858 3,015,810

営業利益又は営業損失（△） 149,206 △8,156

営業外収益   

受取利息 1,835 1,687

受取配当金 26,856 28,116

その他 41,390 63,020

営業外収益合計 70,082 92,824

営業外費用   

支払利息 6,035 3,255

売上割引 13,150 17,137

その他 1,535 1,772

営業外費用合計 20,720 22,165

経常利益 198,568 62,502

特別利益   

前期損益修正益 1,135 －

固定資産売却益 976 －

投資有価証券売却益 53 1,001

貸倒引当金戻入額 － 1,267

負ののれん発生益 － 1,468,259

特別利益合計 2,165 1,470,527

特別損失   

固定資産売却損 － 2,123

固定資産除却損 2,092 3,529

減損損失 － 86,565

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 35,166

特別損失合計 2,092 127,385

税金等調整前四半期純利益 198,641 1,405,644

法人税等 97,892 153,249

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,252,394

少数株主利益又は少数株主損失（△） 10,099 △33,107

四半期純利益 90,649 1,285,502



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 198,641 1,405,644

減価償却費 383,467 367,793

減損損失 － 86,565

貸倒引当金の増減額（△は減少） 3,927 △90,937

賞与引当金の増減額（△は減少） △161,309 △157,227

退職給付引当金の増減額（△は減少） 56,099 63,760

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 6,306 2,584

受取利息及び受取配当金 △28,692 △29,804

固定資産売却損益（△は益） △976 2,123

固定資産除却損 2,092 3,529

投資有価証券売却損益（△は益） △53 △1,001

前期損益修正損益（△は益） △1,135 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 35,166

負ののれん発生益 － △1,468,259

売上債権の増減額（△は増加） 779,118 299,523

たな卸資産の増減額（△は増加） 642,018 △295,145

仕入債務の増減額（△は減少） △627,936 △757,018

未払消費税等の増減額（△は減少） 91,867 △110,624

その他 49,688 39,737

小計 1,393,123 △603,590

利息及び配当金の受取額 28,700 29,810

利息の支払額 △6,056 △3,250

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 111,223 △132,044

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,526,991 △709,074

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △311,096 △502,013

有形固定資産の除却による支出 △538 △1,492

有形固定資産の売却による収入 2,214 16,787

無形固定資産の取得による支出 － △13,817

投資有価証券の取得による支出 △2,971 △5,936

投資有価証券の売却による収入 125 1,001

関係会社株式の取得による支出 △897 －

その他 16,937 △924

投資活動によるキャッシュ・フロー △296,225 △506,394

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △147,251 110,000

長期借入れによる収入 － 150,000

長期借入金の返済による支出 △14,502 △21,753

自己株式の取得による支出 － △85

配当金の支払額 △81,756 △91,034

少数株主への配当金の支払額 △18,165 △9,127

財務活動によるキャッシュ・フロー △261,674 137,998

現金及び現金同等物に係る換算差額 394 △352

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 969,485 △1,077,822

現金及び現金同等物の期首残高 1,830,704 3,383,654

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,800,190 2,305,831



該当事項はありません。  

  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕  

前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

（注） 事業区分の方法  

事業区分の方法は、製品（商品他）の類似性、共通性により下記の事業に区分しております。  

産業機械事業・・・・包装機械関係製品・環境機器 

冷間鍛造事業・・・・冷間鍛造製品 

電機機器事業・・・・空調機器・冷凍機器・ＦＡシステム機器・電子機器・空調設備設置工事 

車両関係事業・・・・自動車販売・産業車両・タイヤ 

不動産等賃貸事業・・不動産賃貸・レンタカー  

  

〔所在地別セグメント情報〕 

前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日）に、本国以外の国又は地域に所在す

る在外支店及び連結子会社はないため記載しておりません。 

  

〔海外売上高〕 

前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日）の海外売上高は、連結売上高の10％

未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
産業機械事業

（千円） 

冷間鍛造事業

（千円） 

電機機器事業

（千円） 

車両関係事業

（千円） 

不動産等賃貸

事業（千円）
計 （千円） 

消去又は全社

（千円） 
連結（千円）

売上高                 

（1）外部顧客に対する

売上高 
3,776,938  693,867 1,979,221 8,507,311 91,149 15,048,489 ― 15,048,489

（2）セグメント間の内

部売上高又は振替高 
477 ― 1,327 17,200 18,618 37,624 △37,624 ―

計 3,777,416  693,867 1,980,548 8,524,512 109,768 15,086,113 △37,624 15,048,489

営業利益又は営業損失

（△） 
433,013 △19,629 15,919 41,528 30,802 501,634 △352,427 149,206



〔セグメント情報〕  

１．報告セグメントの概要  

当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日） 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。 

当社グループは、製品（商品他）別の製造販売体制を置き、取り扱う製品（商品他）について戦略を立案し、事

業活動を展開しております。 

したがって、当社グループは、製造販売体制を基礎とした製品（商品他）別セグメントから構成されており、

「産業機械事業」、「冷間鍛造事業」、「電機機器事業」、「車両関係事業」、「不動産等賃貸事業」の５つを

報告セグメントとしております。 

「産業機械事業」は、包装機械関係製品・環境機器を製造販売しております。「冷間鍛造事業」は、冷間鍛造製

品を製造販売しております。「電機機器事業」は、空調機器・冷凍機器・ＦＡシステム機器・電子機器の販売及

び空調設備設置工事を行っております。「車両関係事業」は、自動車・産業車両・タイヤを販売しております。

「不動産等賃貸事業」は、不動産賃貸・レンタカーを取り扱っております。   

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日）         （単位：千円）   

   

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容 

（差異調整に関する事項） 

 当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日）  

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。  

   

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３

月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年

３月21日）を適用しております。 

  

当社は、平成22年８月１日付で静岡スバル自動車株式会社との株式交換を実施いたしました。この結果、当第３

四半期連結累計期間において資本剰余金が590,761千円増加し、当第３四半期連結会計期間末において資本剰余

金が1,833,576千円となっております。  

  

  

       報告セグメント   
合計

  
産業機械事業 冷間鍛造事業 電機機器事業 車両関係事業 

不動産等賃貸 

事業  

売上高            

（1）外部顧客への売上高  2,529,858  1,274,413  2,653,025  8,621,454  75,876  15,154,628

（2）セグメント間の内部  

売上高又は振替高 
 373 －  5,684  19,168  17,113  42,340

計  2,530,231  1,274,413  2,658,709  8,640,622  92,990  15,196,968

セグメント利益  149,978  141,618  78,474  26,703  26,853  423,630

  （単位：千円）  

利益 金額   

報告セグメント計  423,630

セグメント間取引消去  4,248

全社費用（注）  △436,035

四半期連結損益計算書の営業損失  8,156

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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